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第１章 プロジェクト基本情報 

 

１－１ 協力の背景 

1990年代に入り、モンゴル国（以下、「モンゴル」と記す）は社会主義国から民主主義国へと移

り変わっていった。これに伴い教育も大きな変容を遂げた。国際的な水準を念頭に就学開始年齢を

8歳から7歳、7歳から6歳へと段階的に引き下げ、学校教育制度上の修業年限を6・2・2制（小学校

6年間・中学校2年間・高等学校2年間）から4・4・2制、5・4・2制、5・4・3制へと変化させていっ

た。また、教育方針にも大きな変化が起きている。1995年にある教育研究機関から「学習者に暗記

させることを中心とした教育が行われており、理論的な内容が多く、実生活とかけ離れた教育が展

開されている」とした調査結果が出された。これを受け、より子どもの発達を促す児童中心型教育

への転換がめざされることとなった。そして、国際的な教育思潮を背景に、1998年に教科内容を重

視するコンテンツベースのカリキュラム「教育スタンダード」が開発された。2004年には教育スタ

ンダードが見直され、子どもたちの身に付けるべき能力が記載されたコンピテンシーベースのカ

リキュラム「新教育スタンダード」が導入されることとなる。2012年の評価調査結果に基づいて、

2013年に「新教育スタンダードは適切ではない」という判断が下されたため、2014年に新たなカリ

キュラムとして「コア・カリキュラム」が導入された。なお、一連の就学年限の変更、就学年齢の

引下げ、教育方針の変更に伴い、ナショナル・カリキュラムは度重なる変更を余儀なくされてきた

のである。 

2013年6月、JICAはモンゴル教育科学文化スポーツ省（Ministry of Education, Culture, Science, and 

Sports：MECSS）（当時は教育科学省。以下、「教育省」と記す）より「教育セクターの専門人材の

能力強化」の支援要請を受けた。2013年の要請時は、「政府アクションプラン」（2012-2016）にお

いて、子どもの多様性の尊重、子どもの発達に応じた教育の提供を掲げており、教育省は教育の質

の向上を図るべく「Upright Mongolian Child」プログラムを実施、主にカリキュラム改訂（コア・カ

リキュラムの開発）や教員開発を目的とした「初等教育の質的改善」「読書」「才能」の三つのプロ

ジェクトを行っていた。しかしながら、プロジェクトを実施していくなかで人材不足や教育改革を

担う専門機関の研究者の能力不足という課題に直面していた。これにより、カリキュラム、教科書、

生徒の学習成果評価、これらを子ども中心型の手法に合致させることが困難になっているという

新たな課題が浮き彫りになっていた。JICAは、それまで新教育スタンダードの導入により暗記中心

の指導法から子どもの発達を支援する指導法への転換を支援すべく「子どもの発達を支援する指

導法改善プロジェクト」を実施していた。同プロジェクトは2006年から2009年までを第一フェーズ、

2010年から2013年までを第二フェーズとして、新指導法の開発・定着に向けて指導書の作成と新指

導法の普及に取り組んだ。教育省は、同プロジェクトの新指導法の普及の成果を認めた一方で、効

果的な教育改革には依然として指導法以外の部分の課題の改善も必要であるとし、カリキュラム、

教科書、生徒の学習成果評価に関する専門人材の育成についての支援要請を出した。 

 

１－２ プロジェクト概要 

モンゴルでは、カリキュラムと教科書、教員研修、教育評価に関連する事業を、それぞれ「モン

ゴル国立教育研究所」（Mongolian Institute for Educational Research：MIER）、「教員研修センター」

（Institute of Teachers Professional Development：ITPD）、「教育評価センター」（Education Evaluation 
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Center：EEC）、が担っている。そして、各機関は協力することなく、教育省の指示に従って独立し

て業務を遂行していた。加えて、度重なる就学年齢の引き下げや教育方針の転換によってカリキュ

ラム、教科書、授業、学力評価間の関連性が希薄になり、指導法の改善と普及だけでは児童中心型

教育の実現が困難な状態にあった。 

そのため、本プロジェクトでは、カリキュラムの開発、実施・実施支援、評価という従来のプロ

セスに加え、改善を目的とするフィードバックを組み込むことで、国レベルのカリキュラム改訂の

一連のプロセスの整備・改善をめざすこととした。これにより計画的・継続的なカリキュラム・マ

ネジメントが可能になり、教育現場での授業実践や教育行政機関による支援が安定的に行われる

ことが期待されたのである。 

案件形成及びプロジェクト開始の段階で、JICAは教育省はじめ関係機関と協議を重ねて「カリキ

ュラム改訂関連事業の制度化」をプロジェクトの中核に定め、教育関係機関によるマネジメントの

ための「ガイドライン」を 終成果品として設定した。また、このカリキュラムの開発、実施、評

価、フィードバックという一連のプロセスを「カリキュラム・マネジメント・サイクル」（Curriculum 

Management Cycle：CMC）と称することとし、プロジェクト目標に明記した。 

具体的なプロジェクトの要約は以下のとおりである。 

 

国 名 モンゴル国 

プロジェクトタイトル 
児童中心型教育支援プロジェクト 

（The Project for Child-Centered Education Supports：PROCESS） 

実施期間 2016年1月～2019年1月 

実施機関 
教育文化科学スポーツ省 

（Ministry of Education, Culture, Science, and Sports：MECSS） 

直接裨益者 

行政官及び専門官60名〔教育省、教育行政機関、「モンゴル国立教育

大学」（Mongolian National University of Education：MNUE）、「モンゴ

ル国立大学」（National University of Mongolia：NUM）〕 

プロジェクトサイト ウランバートル市〔Ulaanbaatar（Ulan Bator）：UB〕 

上位目標 
初中等教育のカリキュラム・マネジメント・サイクル（CMC）が児童

者中心型手法に基づき継続的に実施される。 

プロジェクト目標 

初中等教育のCMC（カリキュラム改訂、教材改訂、学校への技術的支

援、学習到達度の評価とフィードバック）の強化により、プロジェク

トの直接裨益者の能力が高められる。 

成果1 
CMCの過程がカウンターパート（Counterpart Personnel：C/P）（直接裨

益者）によって分析される。 

成果2 CMCガイドラインが刊行される。 

成果3 CMCの重要性が教育分野の人々に認知される。 
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第２章 プロジェクトの達成度 

 

２－１ 投 入 

日本側及び先方からの投入はプロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：

PDM）に基づき実施された。主な投入は以下のとおり。 

 

(1) 日本側 

1) 長期専門家  

氏 名 

担当/指導科目 
活動内容 期 間 

塚越 貴子 

教育計画/業務調整 

教育企画 

- プロジェクト計画 

- 過去の改訂分析報告書作成支援 

- CMCガイドライン作成助言 

業務調整 

- プロジェクト経理 

- プロジェクトオフィス事務管理 

2016年1月17日～ 

2018年1月16日 

福尾 朋洋 

教育課程整備支援/業務

調整 

教育課程整備支援 

- CMCガイドライン作成助言 

- 国家試験制度構築支援 

- カリキュラム改訂支援 

- カリキュラム実施支援 

業務調整 

- プロジェクト経理 

- プロジェクトオフィス事務管理 

2017年6月19日～ 

2019年1月16日 

 

2) 短期専門家 

氏 名 

担当/指導科目 
活動内容 期 間 

松嵜 昭雄 

算数評価手法指導 

試験問題の作成に係る技術支援 

（算数） 
2016年8月28日～9月4日 

岡本 和明 

理科評価手法指導 

試験問題の作成に係る技術支援 

（理科） 
2016年8月28日～9月4日 
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氏 名 

担当/指導科目 
活動内容 期 間 

松嵜 昭雄 

算数評価手法指導 

学校におけるカリキュラム・マネジ

メント調査（算数） 
2017年9月26日～10月1日 

岡本 和明 

理科評価手法指導 

学校におけるカリキュラム・マネジ

メント調査（理科） 
2017年9月26日～10月1日 

 

3) 調査団派遣 

期 間 調査団員 

2016年6月1日～ 

6月9日 

村田 敏雄  JICA国際協力専門員/人間開発部課題アドバイザー 

福尾 朋洋 JICA人間開発部基礎教育第一チーム 

2016年8月28日～ 

9月8日 
福尾 朋洋 JICA人間開発部基礎教育第一チーム 

2017年3月5日～ 

3月12日 

吉川 成夫  國學院大学  

福尾 朋洋 JICA人間開発部基礎教育第一チーム 

2017年8月23日～ 

8月30日 
吉川 成夫  國學院大学 

2017年9月13日～ 

9月23日 
村田 敏雄  JICA国際協力専門員/人間開発部課題アドバイザー 

2018年2月23日～ 

3月2日 
村田 敏雄  JICA 国際協力専門員/人間開発部課題アドバイザー 

 

4) 本邦研修 

期 間 実施研修名 対象者 

2016年10月30日～ 

11月19日 

新カリキュラム実施・評価・改善に係

る能力強化 

10名 

MIER、ITPD、EEC、NUM、

MNUE 

2017年10月29日～ 

11月26日 
CMC運営強化研修 

18名 

MIER、ITPD、EEC、学校教諭 

2018年9月23日～ 

9月29日 
CMC導入支援研修 

5名 

MECSS、MIER、EEC 
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(2) モンゴル側 

1) C/Pの配置 

  教育省基礎教育局長をプロジェクト・ダイレクター、教育省国際プロジェクト・プログ

ラム・国際協力局長をプロジェクト・マネジャーとし、教育省事務次官、モンゴル国立教

育研究所（MIER）、教育研修センター（ITPD）、教育評価センター（EEC）、モンゴル国立

大学（NUM）、モンゴル国立教育大学（MNUE）、がC/Pに指定された。また、具体的な活動

を行う主体としてテクニカル・ワーキング・グループ（Technical Working Group：TWG）を

設置、教育省2名、MIER6名、ITPD6名、EEC4名、NUM2名、MNUE3名の23名が配置され

た。詳細は付属資料2のとおり。 

 

2) 「CMCガイドライン」印刷費/執筆及び編集費 

費 目 総 額 

執筆に係る研修等経費 3,520万5,500 MNT 

執筆・編集費 7,218万400 MNT 

印刷費 3,083万3,000 MNT 

※現地通貨MNT対円：１MNT＝0.04377円（2018年12月統制レート） 

 

２－２ プロジェクト活動 

本プロジェクトにおける活動は、成果1の達成に必要な「カリキュラム改訂・実施・評価に関す

る分析報告書作成活動」、成果2の達成を可能にする「CMCガイドライン作成に係る能力強化活動」

と「ガイドライン作成の活動」、成果3に関する「CMC周知活動」に分類される。 

 

２－２－１ カリキュラム改訂・実施・評価に関する分析報告書作成活動 

2014年に新教育スタンダードが改訂され、コア・カリキュラムが導入された。過去のカリキュ

ラム改訂の業務については、作業計画・工程等の詳細が記録に残されていないことや、人事異動

の頻発により経験者が関連部署や関連組織に勤務していないことなどから、教育省をはじめ、そ

れぞれの機関のインスティテューショナル・メモリー（組織に蓄積された記憶・記録）がほとん

ど残されていない。そのため、当時の状況把握を行うべく、実際に改訂作業をした者を集め、そ

の経験を文書としてまとめることを目的にワークショップを行った。同ワークショップでは、

Work Breakdown Structure手法を用いて、自分たちがどのような作業をしてカリキュラムを改訂

したのか、客観的かつ詳細に作業工程を分析した。参加者は、教育省、教育研究所、ITPD、EEC、

NUM、MNUE、「教育の質改善実施チーム」（以下、「実施チーム」と記す）1、ウランバートル市

教育局（以下、「UB教育局」と記す）で、77名が参加した。その後、ワークショップにて把握さ

れた内容をもとに、テクニカル・ワーキング・グループ（TWG）にて分析を行い、報告書を執筆

した。 

 

  

                                                        
1 新カリキュラムの内容を普及及び指導する目的として、教育省大臣直下に設置されたNGO。 
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表２－１ 参加者構成 

工程 

所属 

カリキュ

ラム作成 

教科書 

作成 
教員研修 

教員養成

プログラム 
学校運営 実施支援 評 価 

MIER 3名 3名 3名  1名 2名 2名 

MNUE 2名  1名  1名 2名 

NUM 3名 1名    1名 

ITPD 1名  3名 1名 2名 4名 

実施チーム 1名 1名  1名 3名 2名 

UB教育局 1名    4名 2名 

EEC 2名 2名 1名  1名 1名 3名 

学校 1名    1名   

授業研究 

協会 
1名    1名   

他ドナー 

(ADB/WB) 
2名  1名   2名 

その他 1名 1名 1名 1名 1名   

合計  （※教育省局長、事務官の2名は含まれていない） 75名 

 
２－２－２ 能力強化活動とCMCガイドラインの作成 

CMCガイドラインの作成にあたり、一連の研修やワークショップを通じて執筆者に必要な能

力強化を行いながら（詳細は付属資料1参照）、新たなカリキュラム改訂のプロセスをガイドライ

ンとして取りまとめた。プロジェクトは、まず成果2の活動を主要活動と補完活動に分け、主要

活動をCMCの執筆、補完活動をカリキュラム開発強化、カリキュラム実施強化、カリキュラム評

価強化、の3本の柱として整理した。なお、フィードバックについては、カリキュラム評価に従

属する活動が多いため、カリキュラム評価の一貫としている。これは、カリキュラム改訂がテー

マとなることで、教員養成大学の教員育成のカリキュラムや教科書の開発も含まれることにな

るのか等の混乱に対し、活動の範囲についてC/P機関と共通理解を図るためである。図２－１は

本項の活動を整理し、図で表したものである。 
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図２－１ プロジェクト活動図 

 
(1) カリキュラム開発に関する能力強化活動 

2018年9月の本邦研修を通じてカリキュラム開発に関する能力強化を行った。主に「カリキ

ュラム開発に必要な研究調査とは何か」を把握することにより、今後のモンゴルのカリキュ

ラム開発時に不可欠な研究計画を立てることを目的とした。教育省、国立教育研究所、ITPD、

教育研究センターの幹部5名が日本の文部科学省や国立教育政策研究所を訪問し、学習指導

要領改訂の際に実施された調査研究、外部有識者を含む専門的な議論のあり方、学習指導要

領改訂のクライテリアなどを学んだ。 

 

表２－２ 2018年本邦研修の概要 

研修目標 学習カリキュラム開発/改訂のための調査研究計画が作成される。 

単元① 日本における「学習指導要領」（National Curriculum）とその位置づけを理解する。 

単元② 
日本における「教育課程/カリキュラム・マネジメント」（School Curriculum）とそ

の位置づけを理解する。 

単元③ 
日本における学習指導要領改訂（カリキュラム開発）のクライテリアが明確にな

る。 

単元④ 学習カリキュラムの改訂のための調査研究計画が立てられる。 

単元⑤ CMCの導入に向けて必要な準備と課題が把握される。 
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表２－３ 2018年本邦研修スケジュール 

月 日 研 修 内 容 

9月24日 講義：JICA「日本の学校教育・教師教育・教育評価」概要 

9月25日 

視察・講義：新和小学校「カリキュラム・マネジメント」「学習指導要領の理解の

取り組み」 

講義：埼玉大学「フィードバック」「カリキュラム実施」 

9月26日 
視察・講義：教育出版「教科書開発・研究・開発工程」 

視察・講義：日本標準「教育評価―モロッコ事例―」 

9月27日 
視察・講義：文部科学省「学習指導要領の改訂プロセス」 

視察・講義：国立教育政策研究所「学校教育のPDCAサイクル」 

9月28日 演習：JICA「まとめ」「カリキュラム開発のための研究計画作成」 

 

(2) カリキュラム実施・実施支援に関する能力強化活動 

2017年9月に「算数/理科評価手法指導」短期専門家2名がモンゴルに派遣され、長期専門家

と共にウランバートル市内の「ラボラトリー学校」5校を視察した。一般的な公立校が県・市

の教育局の管理下である一方、ラボラトリー学校は教育省の直接の管轄となる。そのため、

カリキュラム改訂に際して新カリキュラムを試行し、その結果をフィードバックする役割を

担うとともに、近隣校に対して指導法の助言を定期的に行うなど、当該地域の指導的立場に

ある学校と位置づけられている。この視察では、前回のカリキュラム改訂におけるカリキュ

ラム実施・実施支援に係る課題を把握する目的でインタビュー調査も行った。その結果、①

明確な学校教育目標を設定している学校がほとんどない（学校の経営計画と学校教育計画の

違いがなく、マネジメント面の計画が主）、②ナショナル・カリキュラム2をスクール・カリ

キュラム3に反映することに困難を抱える教員が多い、③教育課程編成は教科別に作成される

ことが多く、学年・学校全体の活動方針等が反映されにくい、④単元計画にはすべての授業

の指導案を付けたものが多く、かなりの時間を掛けて作成している、⑤単元計画に評価規準

の記載がなく、代わりに試験問題が添付されているものが多い、等が判明した。 

調査結果を踏まえ、プロジェクトは、新カリキュラム導入後のスムーズな実施（授業実践）

につなげるためには、学校におけるナショナル・カリキュラムをスクール・カリキュラムに

翻案する仕組みが必要であると判断し、日本の学校におけるカリキュラム・マネジメントの

情報提供を本邦研修の軸に設定した。具体的には、ナショナル・カリキュラムを学校教育計

画に反映し、すべての教員が共通理解の下、日々の業務を行えるようにするために、日本の

小学校で使用されている1年間の学校運営計画を端的に記した一枚紙「グランドデザイン」に

関する講義と演習を日本人長期専門家から提案した。グランドデザインの作成過程で明確な

学校教育目標を設定し、目標に合致した教育活動を考案することで、個々の授業にその活動

を組み込むことが容易になる。また、学校教育目標設定の際に、国の教育目標やナショナル・

カリキュラムのみを反映させるのではなく、前年の児童の実態を踏まえて課題改善につなが

る目標を設定することで、児童中心型の学校運営をめざすこともできる。 

                                                        
2 日本の学習指導要領に該当 
3 日本の「教育課程」に該当。各学校は、ナショナル・カリキュラムをもとに教育課程を編成する。 
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こうして、2017年10月～11月の本邦研修において、ITPDの専門官やラボラトリー校の教諭

は、日本のカリキュラム・マネジメントの実践を探求した。なお、同研修は埼玉大学に委託

して実施された。帰国後、参加者が勤務する学校で実際に2017年度版グランドデザインを作

成し、約半年間これに基づいた学校運営を試行した。その結果を生かして2018年度版グラン

ドデザインが作成され、各種の教育活動が展開されている。 

ITPDは、ラボラトリー校での実践結果を踏まえて学校運営に関する全国的な研修会を複数

回開催し、グランドデザインを活用した学校運営をモンゴル国内に広めている。（付属資料

１ 実績ベース活動表「カリキュラム実施」の項目参照） 

 

表２－４ 2017年本邦研修の概要 

研修目標 
モンゴルの初等・前期中等の算数/数学・理科の新カリキュラムの実施・評価・改

善に必要な実践的スキルを習得する。 

単元① 日本の学校におけるカリキュラム・マネジメントの方法が理解される。 

単元② 現行の新カリキュラムに基づいた系統表（算数・理科）が作成される。 

単元③ 学校年間指導計画（案）が作成される。 

単元④ 単元計画（5学年分）が作成される。 

単元⑤ 日本を参考に学校におけるカリキュラム・マネジメントの方法が理解される。 

単元⑥ 
カリキュラム・マネジメント・サイクル・ガイドラインが必要に応じて見直され

る。 

 

表２－５ 2017年本邦研修スケジュール －視察・講義・演習－ 

月 日 研 修 内 容 

10月30日 移動日 

10月31日 講義「日本の教育」 

11月１日 演習「インセンプションレポート」、視察「教科書会社視察」 

11月2日 
講義「理科：仮説検証型授業/算数：代数教材と数学の背景」 

演習「インセプションレポート」、演習「グランドデザインワークショップ」 

11月3日 講義「授業アイディア例」、講義「現象の数理モデル」 

11月6日 
講義「カリキュラム・マネジメントとグランドデザイン」 

講義「カリキュラムのコアとカリキュラム構成原理」 

11月7日 

演習〔ワークショップ（Workshop：WS）〕「グランドデザイン・系統表・年間指導

計画・単元計画」 

講義「理科授業研究と化学実験器具」、視察「算数科授業研究」 

11月8日 演習（WS）「グランドデザイン・系統表・年間指導計画・単元計画」 

11月9日 視察・講義「春日部市川辺小学校」 

11月10日 講義「授業研究と物理実験器具」、講義「算数授業アイディア」 

11月11日 視察「科学の甲子園」 

11月14日 
講義「理数・評価規準」 

演習（WS）「グランドデザイン・系統表・年間指導計画・単元計画」 
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11月15日 視察「埼玉大学附属中学校」 

11月16日 
演習（WS）「グランドデザイン・系統表・年間指導計画・単元計画」 

視察「算数授業研究」 

11月17日 
演習（WS）「グランドデザイン・系統表・年間指導計画・単元計画」 

講義「STEM」 

11月20日 演習（WS）「グランドデザイン・系統表・年間指導計画・単元計画」 

11月21日 演習（WS）「グランドデザイン・系統表・年間指導計画・単元計画」 

11月22日 演習（WS）「グランドデザイン・系統表・年間指導計画・単元計画」 

11月23日 成果発表 

11月24日 成果発表、演習「アクションプランづくり」 

 

(3) カリキュラム評価に関する能力強化活動 

モンゴル国内において、児童の学習達成状況を把握するための能力強化と体制構築に係る

支援活動を行った。案件開始当初はモンゴル国内で二つの定期試験、「全国試験（State Exam）」

と「質的調査（Quality Research）」が行われていた。全国試験は5、9、12年生を対象に卒業

検定に類する意図で実施されており、質的調査は学力調査として行われている。しかしなが

ら、これらには明確な目的が設定されておらず、教育評価センター（EEC）の職員をはじめ、

ほとんどの教育機関の関係者が二つの試験の違いが何かを答えられない状態にあった。テク

ニカル・ワーキング・グループ（TWG）にて、まずこれら二つの全国的な試験の目的を整理

した。その結果、「全国試験」は変わらずこれまでの卒業検定の意味として同学年を終了す

るのに必要な学力を有しているかを図る試験とした。一方「質的調査」は児童の学力を図る

目的で行われ、結果をカリキュラム評価に活用することとした。また、別途「教育課程実施

状況調査」もカリキュラム評価のために実施することとした。質的調査は主要科目のみで毎

年実施し、教育課程実施状況調査はすべての教科が対象になり、カリキュラム改訂の前後、

導入前・導入後の比較調査を主な目的と定めた。 

その後、児童の学力調査にあたる質的調査の問題の質の改善を図るべく、問題開発者及び

運営に携わる者を対象に能力強化を行った。（付属資料１ 実績ベース活動表「教育評価」の

項目参照） 

① 全国的な試験の整理 

② 試験問題の問題分析 

③ 試験問題開発の能力強化 

④ 試験問題結果の分析とカリキュラム及び教員へのフィードバック 

 

また、カリキュラムの評価とそのフィードバック方法として、日本の国立教育政策研究所

が刊行している「授業アイディア例」について、以下の本邦研修を通じて理解を深め、モン

ゴル版授業アイディア例の作成を行った。なお、同研修も埼玉大学への委託により実施され

た。 
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表２－６ 2016年本邦研修の概要 

研修目標 
モンゴルの初等前期中等の算数/数学・理科の新カリキュラムの実践・評価・改善

に必要な実践的スキルを習得する。 

単元① 日本の教育概要が理解される。 

単元② 日本の仮説検証型授業及び問題解決型授業の手法が理解される。 

単元③ 
モンゴルに適したカリキュラム・授業実践・評価/試験の一連の流れの分かる成果

品「授業アイディア集」が作成される。 

単元④ 
モンゴルにおけるCMCガイドライン案に、既習事項が反映され、ドラフト版が改

善される。 

 

表２－７ 2016年本邦研修スケジュール 

月 日 研 修 内 容 

10月31日 移動日 

11月1日 講義・演習「授業アイディア例の検討」 

11月2日 
演習「インセプションレポート発表」 

講義「日本の教育評価（理科における評価規準の作成）」 

11月3日 （祝日） 

11月4日 
講義「評価観点と試験問題作成」 

演習「授業アイディア例の修正①」 

11月5日 視察「科学の甲子園Jr.埼玉県代表チーム研修会」 

11月7日 
講義「仮説検証型授業」 

講義「現象の数理モデルとモデルづくり」 

11月8日 
演習「授業アイディア例の修正②」 

講義「問題解決型授業」（算数/数学） 

11月9日 視察「埼玉大学教育学部付属小学校」 

11月10日 
演習「授業アイディア例の修正③」 

視察「埼玉県立総合教育センター訪問」 

11月11日 
講義「コア・サイエンスティーチャー」 

演習「授業アイディア例の修正④」 

11月14日 
講義（文部科学省）「日本の学習指導要領と教育課程概要」 

講義（國學院大學）「日本の学習指導要領の改訂のプロセス」 

11月15日 演習（WS）「CMCガイドライン作成」 

11月16日 
演習（WS）「CMCガイドライン作成」 

「授業アイディア例・発表」 

11月17日 
演習（WS）「CMCガイドライン作成」 

視察「授業研究参観・蕨市立東小学校」 

11月18日 成果品発表 
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２－２－３ カリキュラム・マネジメント・サイクル（CMC）周知活動 

プロジェクトは、CMCガイドラインの完成後、ターゲット層を二つに設定して周知活動を展

開した。第一層は教育セクターにおける意思決定者レベルであり、第二層は教員や保護者を中心

とする一般国民である。 

第一層には、CMCの安定的な実施をめざして「CMCにより何が変わるのか」「CMCはどのよう

なメリットをもたらすのか」「CMC制度下で担当者はどのような業務を行うのか」といった具体

的な内容についての説明を主目的としたセミナーを行った。 

第二層については、頻繁に教科書が改訂される状況が改善されること、また、新カリキュラム

の導入により短期で学び直す必要が生じていた教員の苦労が緩和されること、CMCがこうした

現状の改善につながる制度であることを広く理解してもらうことに目標を設定した。これは、

CMC制度下ではたびたび起きたこうした懸案事項が解消されることを知ってもらうことで、不

要なカリキュラム改訂の抑止力となることを目的に設定したものである。第二層に対しては対

象が広域となるため、マスメディアを活用した広報活動も行った。 

 

２－３ プロジェクト目標及び成果とその達成度 

２－３－１ 上位目標 

上位目標 指 標 

初中等教育のカリキュラム・マネジメント・

サイクル（CMC）が児童者中心型手法に基づ

き継続的に実施される。 

CMCがプロジェクト終了後も継続される。 

 

本プロジェクトが教育省に提案したカリキュラム・マネジメント・サイクル（CMC）は、カリ

キュラム改訂プロセスを制度化することで、頻繁なカリキュラム改訂を回避して教育内容の安

定性を確保し、教育現場での授業実践の持続的な向上を可能にする方策である。カリキュラム改

訂を10年に一度の頻度と定めて制度化したことから、CMCの継続的な実施の確認には 低10年

の期間を要する。よって、現時点での上位目標の達成度や達成可能性への言及は時期尚早であり、

ここでは目標達成に貢献する各種事業・活動の現状や計画の記述にとどめる。 

初等・前期中等教育段階のCMCへの児童中心型教育手法の組み込みについては、肯定的な変

化が生じ始めている。国際教育到達度評価学会（The International Association for the Education 

Achievement：IEA）の「国際数学・理科教育動向調査（Trends in International Mathematics and Science 

Study：TIMSS）」にて採用されている「三層構造のカリキュラム」の考え方に基づいてモンゴル

の教育をみると、これまでは「意図されたカリキュラム（ナショナル・カリキュラムに相当）」

「実施されたカリキュラム（授業に相当）」「達成されたカリキュラム（児童・生徒の学力に相当）」

の三層が乖離している状況にあった。しかし、プロジェクト活動を通じて、各機関がそれぞれの

関連事業・活動の中に児童中心型教育の考え方を反映させてきており、三層のカリキュラムが系

統だったものになりつつある。この状況はCMCガイドラインが要求する「一貫したカリキュラ

ム・マネジメント」の実現により、教育省がめざす「教育内容－教育実践－教育評価の一体的実

施（＝三層構造カリキュラムの実現）」に向けて具体的な活動が開始されたことを示している。

また、児童の学力調査結果に基づいたカリキュラム開発をCMCの 初の工程としているが、早

速これにあたる調査が始められた（表２－８）。CMCはある工程の結果を使って次の工程に進む
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ように設計されており、この一工程目が動き出したことで、それ以降の工程も順次実現される見

込みである。さらに、MIER、ITPD、EECは、CMCガイドライン内で作成が義務づけられている

中期計画の原案を既に作成している。 

以上のように、CMCガイドラインに基づいて、いくつかの活動が同時並行で開始されており、

中期計画原案が作成され、 初の工程が開始され、教育内容、教育実践、教育評価に関連する工

程がそれぞれ児童中心型教育の考え方に合致する形で変化が起きている状況から判断すると、

今後のCMCの継続的な実施に期待がもてる。 

 

表２－８ 児童中心型教育アプローチに関する過去とCMCでの比較 

意図されたカリキュラム：カリキュラム開発 

過 去 

以前のカリキュラム改訂の際に行われた活動 

・ 他国3カ国のカリキュラム翻訳 

・ 研究論文レビューによるカリキュラム比較研究 

・ カリキュラム評価報告書（教育法とカリキュラム記載項目の矛盾の有無について

のレビュー、教育政策とカリキュラム記載項目の矛盾の有無についてのレビュー、

教員によるカリキュラムへの評価） 

現 在 

カリキュラム改訂の作業で追加され、かつ既に行われている活動 

・ カリキュラム開発の要素を「子ども・社会・学問」に設定、MIERは児童の実態把

握のための調査を開始 

- 各学校視察によるカリキュラム実施状況調査の開始（2018年12月） 

- 学力調査（質的調査）結果の分析の実施 

実施されたカリキュラム：カリキュラム実施 

過 去 
・ 学校教育目標＝国の開発政策 

・ 教員開発を中心とした学校運営計画 

現 在 
・ 児童中心型の学校運営の取り組み（子どもの実態把握に基づいた教育目標の設定

等） 

達成されたカリキュラム：カリキュラム評価 

過 去 

・ 学力調査を実施するもカリキュラム上に記載されたコンピテンシーを把握するた

めの問題になっていない（算数：出題の5割が計算力を問う問題構成等）。 

・ 学力調査結果が分析されず、カリキュラム評価ができない。 

現 在 

・ カリキュラム上の記載に準ずる形で問題構成が規定されている（ブループリン

ト）。 

・ 学力調査結果をもとに誤答分析がされている。 

 

  



－14－ 

２－３－２ プロジェクト目標 

プロジェクト目標 指 標 

初中等教育のカリキュラム・マネジメント・

サイクル（CMC）（カリキュラム改訂、教材改

訂、学校への技術的支援、学習到達度の評価

とフィードバック）の強化により、プロジェ

クトの直接裨益者の能力が高められる。 

プロジェクト終了前の質問紙調査における

CMCガイドライン理解度 

 

プロジェクト目標の達成度を測るため、カリキュラム・マネジメント・サイクル・セミナー実

施後にCMCガイドラインの理解度に関する質問紙調査を行った。調査対象を全セミナー参加者

としたが、プロジェクト目標が「直接裨益者の能力強化」であるため、ここでは質問紙調査の結

果から直接裨益者にあたるC/P（付属資料2）の結果のみを抽出して示す。質問紙は、ガイドライ

ン記載の「カリキュラム・マネジメント・サイクル（CMC）」の理解度を測ることを目的とし、

CMC全体計画の理解、CMCにおける各C/P機関の担当業務の理解、カリキュラム改訂プロセスの

3工程（カリキュラム開発・実施・評価）の理解、を問うものにした。以下に調査結果を示す。 

CMC全体計画の理解としては、CMC10年に関する業務工程について質問した。結果は、図２

－２に示すとおり89%という正答率であった。また、CMCにおける各C/P機関の担当業務の理解

については、各活動の責任機関と協力機関に関して質問をしたところ、図２－３で示すとおり正

しく業務分担を答えられたのは76%であった。 

 

    

 図２－２ CMC全体計画理解度 図２－３ CMC教育機関の役割分担理解度 
 

結果、高い理解度を示したと判断できる。新制度の構築であるため、プロジェクト開始当初の

CMCガイドラインの理解度はゼロである。その観点からみると、CMCの全体構成の正答率が9割

という結果は、理解が浸透したと判断できる結果だろう。また、CMC担当業務の理解度について

も同様に、7割強という数値はおおむね理解が浸透したと判断できる値といえる。 

また、CMCシステムによるカリキュラム開発、カリキュラム実施、カリキュラム評価のそれぞ

れの詳細工程に関して質問をしたところ、開発・実施・評価で、それぞれ74%・39%・70%とい

う結果となった。カリキュラム実施については、誤答者の多くが現在の作業の手順の順序を解答

89%

9%2%

問３ CMC⼯程理解(直接裨益者)

正答
誤答
無回答

76%

21%
3%

問４ CMC担当業務理解(直接裨益者)

正答
誤答
無回答
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したものが多くみられた。ガイドラインはPDCA（Plan-Do-Check-Action）サイクルに準ずる手順

で業務フローを構成している。実施部分は、ニーズ調査・研修計画・研修実施・報告書作成、と

いう順序になっている。誤答では、研修実施・ニーズ調査の順序の回答が多かった。これは現在、

研修の計画の立て方に明確なルールづくりがなく、教育省やドナーなどから単発的に出される

要請や要望に応じて研修を実施しているという現状に寄った回答になっていた。普及に係る研

修の実施方法は、これまでと大きく考え方が変わることになる。 

結論として、直接裨益者は新しいカリキュラム改訂の全体の構成に関しては高い理解度を示

しており、また個々の業務分担についても十分に高い理解度を示していたといえる。しかしなが

ら、CMC制度とこれまでの業務と大きく変わるポイントについては、その具体的な手順の理解

にばらつきがあることが把握された。これらは、プロジェクトが行ってきたCMCセミナーが、

CMCの概要説明や改訂されることによる課題がどのように改善されるのかに重点を置いていた

ことに起因していると考えられる。対策として、ガイドライン記載の詳細作業をより深く理解す

るための視聴覚教材を作成し、詳細作業理解のための活動を追加して行った。 

 

２－３－３ 成果 1 

成 果 指 標 

カリキュラム・マネジメント・サイクル

（CMC）がカウンターパート（C/P）により体

系化される。 

「カリキュラム改訂・実施・評価に関する分

析報告書」の提出 

 

教育省主導で設置されたTWG（付属資料2）が、過去のカリキュラム改訂プロセスを「経験の

体系化ワークシート」としてまとめた。その後、同シートをもとに、カリキュラム改訂プロセス

において効果的・効率的であった工程と脆弱であった工程を分析し、その結果を「カリキュラム

改訂・実施・評価に関する経験体系化報告書」としてまとめ、教育省に提出した。同報告書は、

600部教育省から発行された。したがって、成果１は達成された。 

なお、「カリキュラム改訂・実施・評価に関する分析報告書」には以下の二つの課題と三つの

提言が記載されており、いずれもCMCに必須な項目・内容としてガイドラインに反映された。 

 
主な課題 

カリキュラム改訂に関する詳細の計画が未整備であった。そのため、実際に設定された時間は

実務に必要な時間分であって、質担保に必要な各過程における準備・検討時間が十分に確保さ

れなかった。 

カリキュラム改訂の計画をするうえで予算措置がなされておらず、実現の可能性の担保がな

いまま計画策定がされていた。結果、後日予算申請が通らず、計画された業務の遂行ができな

かった。 
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主な提言 

調査研究結果に基づいたカリキュラム開発を行うことで継続的なカリキュラムの発展ができ

るよう、法的環境整備などの環境整備に取り組むこと。 

カリキュラム改訂の工程を一元的に管理する機関（国家委員会）を設置すること。 

長期計画・中期計画・短期計画といったより密な計画を作成して予算管理も含め総合的なマネ

ジメントを行うこと。 

 
２－３－４ 成果 2 

成 果 指 標 

カリキュラム・マネジメント・サイクル・ガイ

ドライン（CMCガイドライン）が作成される。 

2.1 「作業計画と年間実施計画」の策定 

2.2 教育文化科学スポーツ省（教育省）によ

る「CMCガイドライン」の承認 

  

プロジェクトは成果１をもとに、過去のカリキュラム改訂プロセスについて、不要の工程、不

足していた工程、活動や作業の順番等の整理を行うことにより、モンゴルにとって理想的なカリ

キュラム改訂プロセスを設定した。完成したものが「CMC10年計画」と「年間計画」である。（付

属資料3、4参照） 

また、TWGのメンバーが分担執筆によりCMCガイドラインの草稿を作成し、TWG代表者（編

集担当者）、日本人専門家、プロジェクト・スタッフが検討を重ねつつ編集作業を行い、「CMCガ

イドライン」を完成させた。このガイドラインは2018年8月30日に教育省によって承認され、現

在法制化の途上にある。 

以上より、成果2は達成された。 

 

 
図２－４ CMC10年計画概要図 
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また、それぞれの工程における活動と成果は以下のとおりである。 

 

(1) カリキュラム開発 

モンゴル国立教育研究所（MIER）にてカリキュラム開発のための調査研究計画が作成され

た。またMIERは、カリキュラム実施状況調査の一貫として、2018年12月に全地域での抽出調

査（教員へのインタビュー調査及び児童の学力調査）を開始した。 

 

(2) カリキュラム実施・実施支援 

教員研修センター（ITPD）にて「教師用ノート」が開発された。同ノートにはグランドデ

ザインの作成方法が記載されており、モンゴル国内の全公立校教員3万名に配布された。また、

ITPDは地方教育局の局長及び同地域の中心校校長に向けた研修会、中央行政機関の指導員向

け研修、地方教育局の指導員向け研修、ウランバートル（UB）市内の学校長向け研修を実施

し、計700名ほどの指導者や指導的立場にある教育関係者が学校運営の研修を受講した。また、

新カリキュラムの実施向上を目的に学校運営力向上の活動が行われるなど、プロジェクト目

標や上位目標の達成につながる活動が展開された。 

 

(3) カリキュラム評価 

MIERと教育評価センター（EEC）によりCMCガイドライン上でカリキュラム評価のための

調査が整理された。今後カリキュラム評価は、児童・生徒の学力を把握するための「質的調

査」と学校での学習活動の現状を把握するための「カリキュラム実施状況調査」の二つが行

われるようになる。 

また、プロジェクトが試験問題の開発者と共に2017年の質的調査問題の問題分析を行った

結果から、テスト問題の構成に課題があること（領域ごとの問題の量や難易度のバランスの

不均衡）が判明した。この結果を踏まえて、EECはテスト問題の構成に関する基準表として

「Blue Print」を作成した。このBlue Printには出題の意図、評価項目が記載されており、一つ

ひとつの問題の意図を考えながらの作問が可能になった。さらに、後日誤答分析が容易にな

るように、テスト問題の選択肢を工夫する取り組みも行われている。加えて、各調査結果（試

験結果）はEECのデータベースに格納されて公開されることになり、自校の生徒の正答率の

把握が可能になった。さらに、各設問に誤答分析の解説が掲載されており、児童が「なぜ、

どのようにして間違ったのか」が分かるようになった。 

  

２－３－５ 成果 3 

成 果 指 標 

カリキュラム・マネジメント・サイクル（CMC）

の重要性が教育分野の人々に認知される。 
関係者によるCMCの修得 

 

プロジェクトは、教育セクターにおける意思決定者レベルと一般国民向けに周知活動を表２

－９のとおり行った。PDMには指標入手手段として「CMCセミナーの実施時のアンケート調査」

と記載されていることから、2018年10月19日にCMCセミナーを実施し、その際にアンケート調

査を行った。同年12月にもCMCセミナーを実施したが、参加者は中央でのカリキュラム改訂作
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業に関係しない学校関係者が主であったため、アンケート調査は実施していない。 

 

表２－９ CMCセミナー実績 

2018年 

10月 

CMCセミナー 

（AM：贈呈式典、PM：周知活動） 
教育制度 教育関係者 180 

2018年 

12月 
CMCセミナー/学校運営研修 

教育制度・カリキ

ュラム実施 

地方教育局長 

UB市内全学校 
400 

 

(1) 教育分野に係る意思決定者向け周知活動 

アンケート調査では、CMCの理解度や各機関担当業務の理解度に関して質問した（２－３

－２参照）。対象は直接裨益者を含む同CMCセミナーの出席者全員で、計85名である。結果

は、CMC概要の正答率は82%（非直接裨益者のみの正答率75%）で、各機関担当業務理解で

は70%（非直接裨益者のみの正答率62%）であった。新制度の導入であり予備的な知識がない

状態から認知されたという点では、一定の理解を得たといえる数値だろう。 

また、CMCの重要性に関する質問を通じて、回答者がカリキュラムの安定化が教育課題の

改善に効果的であり、またCMCガイドラインが教育行政機関による継続的な学校教育支援を

可能にすると考えていることが判明した。 

なお、質問紙調査の結果は以下のとおりである。 

＜質 問＞ 

① 短期間のカリキュラム改訂時において、教育行政は効果的な運営が行えていたと考

えるか？ 

② CMCサイクルに準じたカリキュラム改訂が行われると、短期間でのカリキュラム改

訂と比較して教育行政は改善されると考えるか？①の解答と比較し、解答ください。 

③ モンゴルが抱えている現在の課題に対して「カリキュラム改訂の制度化」は課題の

改善につながると思うか？ 

④ 「CMCガイドライン」は教育行政の運営改善に効果的だと思うか？ 

⑤ CMCは継続的な実施が可能だと思うか？ 
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図２－５ カリキュラム改訂とCMCでのカリキュラム改訂の評価 

 

質問①については、回答者に過去のカリキュラム改訂プロセスに5段階評価で点数を付

けてもらい、その後②にてCMCで実施するとどの程度改善されるか（期待値）について点

数を付けてもらった。結果、平均で1.70改善されるという回答となり、CMCがカリキュラ

ム改訂プロセスのすべての工程において改善が期待できるという評価を得た。（図２－５

参照） 

また、③④⑤の質問について、「大変そう思う」「そう思う」「あまりそう思わない」「全

くそう思わない」の4段階で回答者に意見を確認したところ、結果は以下のとおりであった。

（③図２－６、④図２－７、⑤図２－８） 

 
図２－６ 「カリキュラム改訂の制度化」の妥当性 

 

「『カリキュラム改訂の制度化』がモンゴルの現状の課題につながるか」との問いには、

「大変そう思う・そう思う」という回答が96%となった。 
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図２－７ 「CMCガイドライン」の効果 

 
「『CMCガイドライン』は教育行政の運営改善に効果的だと思うか」との質問に対し、

「大変そう思う・そう思う」という回答が96%となった。 

 
図２－８ CMC持続可能性 

 

「CMCは持続可能か」との問いには、「大変そう思う・そう思う」という回答が88%とな

り、CMCが今後も継続して行うことが可能であると考えられていることが確認された。一

方で、阻害要因となるものについて想定される選択肢をいくつか並べ質問をしたところ、

図２－９のとおりの回答が得られた。回答者の半数近くが「人的資源」と「予算」を阻害

要因になり得ると答えている。 
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図２－９ CMCシステムの安定的な実施への課題 

 

以上より、ほとんどの回答者がカリキュラム改訂の制度化がモンゴルの教育課題改善に

つながるのではないか、CMCガイドラインはそれを実現に導くものであろうと期待を寄せ

ていることが判明した。また、セミナー後に教育省事務次官から「これらの期待値はCMC

の重要性が認識されていることの証左である」との見解が示された。 

 

(2) 国民向け周知活動 

プロジェクトはマスメディアを活用し、国民に向けた周知活動を行った。主な活動は表２

－10のとおり。具体的な成果として国民の認知度を示すのは困難であるが、国内にて も知

られているウェブニュースであるGogo.mnにて、プロジェクトに関する記事が2018年12月7日

に掲載された。この記事は、1,696件の「いいね」の評価（2018年12月20日時点）が付けられ

ているが、これは同記者が執筆した2016年から2018年の3年間で掲載された116の記事のうち、

5番目の評価であることから、内容について高い関心が示されたといえよう。 
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表２－10 マスメディアを活用した活動 

TV 

MNB 
Oct 19. 2018, on news 

Dec 11. 2018, Special Program 

Parliament TV Oct 24. 2018, Interview Program 

UBS Oct 19. 2018, on news 

TV 25 Oct 19. 2018, on news 

VTV Dec 15, 17, 19. 2018 Special Program  

Bloomberg TV Mongolia Oct 24. 2018, Interview Program 

Total About 200 minutes 

Web 

Gogo.mn Article 

News Press Article / video contents 

Ikon Article / video contents 

Trends Article / video contents 

zuv Article/ video contents 

Total 5 Article 

Radio FM 89.7  

* several more mass-media featured about CMC. 

 

２－４ PDMの変遷 

本プロジェクトは二段階方式の案件形成手法を採用している。暫定的なPDMに基づいてプロジ

ェクトを開始し、その後、活動を行いながら先方政府と現状にあったPDMに修正するという手法

である。協議議事録（Record of Discussions：R/D）で合意された暫定版PDMの上位目標・プロジェ

クト目標は以下のとおりである。R/D署名後の2016年1月に長期専門家が派遣され、C/P機関と共に

協議を重ねてPDMの改訂を進めた。2016年4月に第１回「合同調整委員会」（Joint Coordination 

Committee：JCC）での協議を経て確定版PDMドラフトが大筋で合意された。その後も協議を重ね、

2017年2月のJCCで正式に確定版PDMが合意された。この変更により、プロジェクトのフォーカス

が「カリキュラム改訂サイクル」に絞られ、「CMC」の文言が正式に記載されるに至った。 

 

＜暫定版＞   

上位目標 
Curriculum, textbooks, lessons and student’s assessment of primary and lower 

secondary education is changed aligning with child-centered approach. 

プロジェクト目標 

Capacity of human resources in the education sector is enhanced to improve 

curriculum, textbooks, lessons and student’s assessment of primary and lower 

secondary education. 
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＜確定版＞ 

上位目標 
Curriculum Management Cycle （ CMC）  of primary and lower secondary 

education is continuously conducted aligning with child-centered approach. 

プロジェクト目標 

Capacity of direct beneficiaries of the project is enhanced to strengthen 

Curriculum Management Cycle （ Curriculum reform, Teaching materials’ 

revision, Technical support for the schools, Assessment of Learning Achievement 

and Feedback） of primary and lower secondary education. 
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第３章 プロジェクト評価 

 

３－１ DAC5項目評価 

３－１－１ 妥当性 

「モンゴル政府アクションプラン2016-2020」における教育分野の活動方針として、「人間開発

を中心に据えた学校づくりに力を入れる。学校は児童生徒の知識及び能力を高めるだけではな

く、健康的で望ましい態度、資質、道徳観、生きる力、愛国心、モンゴル民族への誇りをもった

子どもを育てる」及び「各教育段階の質と結果を評価する条件を整え、評価基準に基づいた教育

制度を確立する」ことを掲げている。本プロジェクトでは、学力調査を中心とするカリキュラム

評価を実施し、その結果に基づいたカリキュラム改訂を行い、学校にて効果的な授業実践が可能

になるようにカリキュラム実施・実施支援体制を整えるべく「CMCガイドライン」を作成した。

同ガイドラインが教育省により公式承認され、中央レベルで一部活動が開始されたことは、ここ

で掲げている教育制度の確立に向けて教育関係機関が歩み出したことを意味する。また、同様に

学校レベルにおいても、児童中心の学校運営が可能になるよう、児童の実態と学校の現状を反映

させた学校教育計画「グランドデザイン」の全国普及が行われている。 

さらに、CMCガイドラインの正式承認は、10年に一度のカリキュラム改訂のサイクルの導入

を意味する。これにより、短期間でのカリキュラム改訂がゆえに生じていた、学校教諭のカリキ

ュラムの不理解や、学校における実践経験不足といった課題の発生を回避することにつながっ

ている。実際に、2014年の先のカリキュラム改訂以降、新しいカリキュラムは導入されていない。

2018年に「健康」というテーマの教科化の議論が起きたが、CMCを理由に教科化は回避されてい

る。結果、学校現場では継続的に現行カリキュラムの実践の経験が積み重ねられている。CMCの

導入が、学校現場レベルにおいて生じてきた課題の発生を抑制することにつながっている。 

また、教育省では、現在進められている教育セクターマスタープラン作成や、新事業の「カリ

キュラム改訂に関するプロジェクト」〔アジア開発銀行（Asian Development Bank：ADB）〕の計

画作成時に、CMCガイドラインが参照され、長期計画の作成がなされている。これは、教育省で

は「ガイドライン」というものが教育法にて作成が認められていない4ため、教育省内の運営の

指針となるものがなかった状態であった。CMCガイドラインは、これを補う役割として教育省

内にて広く活用されており、教育省行政官のニーズを満たすものとなっている。 

また、日本の援助政策については、わが国の対モンゴル国別援助方針において、すべての人々

が恩恵を受ける成長の実現に向けた支援を、重点分野（中目標）として掲げ、飲料水へのアクセ

スや保健医療・教育分野を中心とした基礎的社会サービスの質やアクセス面での向上を支援し、

経済拡大のなかにおける貧富格差是正を図るものとしている。また、JICA国別分析ペーパーにお

いても「Inclusive Growthの実現に向けた支援」を重点分野のひとつとしており、基礎的社会サー

ビスの改善として、教育の質的改善も重点分野に位置づけられている。 

  

  

                                                        
4 「CMCガイドライン」は、教育法で認められていないため、本のタイトルをモンゴル語からの直訳で「初中等教育学校教育課

程改善手法」としている。 



－25－ 

３－１－２ 有効性 

成果１では「カリキュラム改訂・実施・評価に関する分析報告書」が、成果2ではCMC10年計

画と年間計画を含む「CMCガイドライン」が完成しており、成果1・2は100％達成された。成果

3では、各種の周知活動を通じて、C/Pを中心とする直接裨益者はもちろん、それ以外の教育関係

者にも広くCMCとその重要性が認識されている。 

また、各成果達成の過程で実施された、一連の研修やセミナー、分担執筆によるオンザジョブ・

トレーニング（On-the-Job Training：OJT）を通じて、直接裨益者の能力が向上している。加えて、

セミナー参加者を対象に実施したアンケート調査の結果によれば、先述のとおり直接裨益者は

CMCへの理解を深めており、プロジェクト目標は達成されている。 

 

３－１－３ 効率性 

R/Dの変更が2016年10月に行われ、主に日本側の投入に関して「1名の長期専門家（One Long 

Term Expert）」との記載から「長期専門家（Long Term Experts）」へと変更され、これまでに長期

専門家が2名派遣されている。長期専門家2名体制の期間は2017年6月から2018年1月までの約半

年間であり、大規模な投入の変更とまでは言い難い。一方、短期専門家派遣については活動計画

（Plan of Operation：PO）上の記載では3回の派遣としていたが、実績は2回の派遣にとどまった。 

活動についてはPO上の実施時期の変更は生じたが、活動自体の増減はなく、計画された活動

はすべて実施されている。活動3.1に関しては、当初CMCセミナーを首都及び地方で実施すると

定めていた。しかし、各地方でのセミナーが予算上の制約で中止され、代替措置として地方行政

官をウランバートル市（UB）に集めて実施した。各地での実施ではなくなったが、同等の成果

をもたらす活動が実現されている。 

計画において実施時期の変更や投入の多少の変更は生じているが、おおむね適時適切な投入

が行われて当初計画のとおり成果が達成されている。 

 

３－１－４ インパクト 

上位目標の指標をプロジェクト終了後のCMC実施（10年にわたるカリキュラム改訂プロセス

の実現）としているため、プロジェクト終了時にその達成可能性を予測することは極めて困難で

ある。したがって、ここではCMCに関連するモンゴル国内の動向を記述するにとどめる。 

現在モンゴルでは、児童中心型教育の考え方を反映させ、その具体的な手法を取り入れるべく、

カリキュラム開発、カリキュラム実施・実施支援、カリキュラム評価の各工程でさまざまな取り

組みが始められている。カリキュラム開発では、「国際的なカリキュラム開発の思潮」「他国のカ

リキュラム分析」「モンゴルの児童生徒の学力の現状」等に関する調査研究が開始されており、

次期カリキュラム改訂の方向性の検討に必要な情報の収集やカリキュラムの基盤となる知見の

集積が行われている。カリキュラム実施・実施支援では、既に児童中心型教育のエッセンスを盛

り込んだ「教師用ノート」が作成されており、これをもとに学校教育計画を端的に示す「グラン

ドデザイン」が、教員研修等を通じて全国に普及しつつある。カリキュラム評価では、テスト問

題に関するデータベースの構築や学習到達度の評価方法の変更などのCMCに付随する制度改善

が進められており、教育評価の基盤が整いつつある。これらの活動は、すべてCMCガイドライン

に基づいて教育省及び各担当機関（MIER、ITPD、EEC）により主体的・自律的に実施されてお

り、この状態が継続すれば、上位目標が達成される可能性は高い。 
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３－１－５ 持続性 

CMCガイドラインの承認と同時に教育大臣令が発出され、今後のカリキュラム改訂業務はこ

のガイドラインに基づいて進められることになった。加えて、現在教育法改正が検討されており、

「カリキュラム改訂を10年と定める」という文言の法文への挿入が議論されている。同改正法案

が可決されれば、政策・制度面での持続性は高まるものと思われる。また、教育省がアジア開発

銀行（ADB）の協力を得て策定中の「教育セクターマスタープラン」（2020-2030）にもCMCの10

年サイクルを反映させることが検討されている。また、予算に関しては、教育評価のための調査

に新たに予算措置が講じられ、2018年12月の時点で調査が開始されるなど必要な対応がなされ

ている。カリキュラム改訂のための必要予算に関しては、現在教育省とADBが新事業の立上げを

協議しており、カリキュラム評価及び改訂作業についてADBの支援の下で実施することが検討

されている。この作業がCMCガイドラインに準ずる形で計画づくられており、適切な予算措置

が講じられるよう対策が進められている段階である。 

一方で、モンゴルの公的機関では職員の人事異動が頻発しており、能力向上が図られた直接裨

益者が他の部署や機関に流出することで、組織面での持続性が低下する可能性がある。こうした

人事異動を想定して、新人・新任者向けの研修教材を作成しているが、今のところその効果は検

証されていない。 

 

３－２ プロジェクトの実施及び成果達成への促進要因 

３－２－１ 大臣令CMC実施の指示による活動基盤の整備 

2018年8月30日に教育大臣令A/549号が発出され、教育行政機関のCMCガイドラインに基づく

カリキュラム改訂関連業務が義務化された。また同大臣令により、教育省と教員研修センター

（ITPD）が積極的な広報活動を展開することになり、メディアを使った広報や地方行政官向け

の研修が実施可能になった。 

 

＜本ガイドライン承認に関する大臣令＞ 

行政法及び教育法に基づき以下を命ずる。 

1. 本ガイドラインを承認する。 

2. 基礎教育局は国家委員会を設置すること。 

3. 事務次官の監督のものと、基礎教育局・教育行政機関は同ガイドラインに従いカ

リキュラム改善のための業務を遂行すること。 
 
３－２－２ ADBによる教育マスタープラン作成と全国教育フォーラムの開催 

３－１－５に記載のとおり、教育省とADBは教育省長期計画にあたる教育マスタープラン作

成事業を開始した。これにより長期的な事業計画の策定ニーズが教育省の中で高まった。 

また、2018年1月に「全国教育フォーラム」が実施された。当時の教育大臣の発意により、現

状の課題把握を目的として、教育関係者に対する聞き取りがフォーラムの形で実施された。全国

各地に教育省の行政官が派遣され、教員と意見交換を行った。このフォーラムにおいて頻繁なカ

リキュラム改訂が課題として挙げられるなど、カリキュラム改訂のあり方について再考が求め

られるようになった。 

結果、カリキュラム改訂が優先的な教育課題として再認識されることになり、本プロジェクト

の提言がスムーズに受け入れられて活動の進捗や成果の達成につながった。 
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第４章 プロジェクト実施運営上の課題・工夫・教訓 

 

４－１ プロジェクトデザインに関する課題・工夫  

(1) 教育関係者・一般国民の問題意識を鮮明化させたプロジェクト活動 

課題としては案件の協力対象範囲の広さが挙げられる。教育内容を一義的に規定する「カ

リキュラム」が協力の対象であったことから、考え得るすべての教育課題に対応する必要性

が生じた。また、それを理由にすべての教育行政機関と主要高等教育機関がC/P機関に位置づ

けられ、さまざまな場面で多様な情報提供の要請や研修の依頼への対応を余儀なくされた。

さらに、プロジェクト目標が「CMCに関するC/Pの能力強化」であったことから、学校教育に

関するすべての知識、技術、ノウハウが協力の対象になった。本邦研修や短期専門家派遣な

ど、高度に専門的な情報を提供できる機会を設けるべく尽力したものの、予算上の制約によ

って専門人材の派遣回数や派遣人数が限られるなど、案件実施にあたり、カリキュラム改訂

プロセスにおいてモンゴルが も必要としている部分にフォーカスする必要が生じた。 

工夫については、現状分析に基づいて焦点を「児童中心型教育」に絞り、プロジェクトの

基本コンセプト（図4-1参照）にすることでカリキュラム・教科書・指導等に一貫性をもたせ

たこと、が挙げられる。また、焦点化の作業の工程で、教育省の重点課題や当時特に議題に

多く挙がっていた課題を取り上げることで、関係者の問題意識を鮮明化させ、プロジェクト

関係者の意識を常に「児童中心型教育」に向けさせることをねらった。CMCガイドラインの

基底に存在する考え方として、そのメッセージを強く伝えることができたのではないかと考

える。 

また、フォーカスの具体的な方法として、カリキュラム開発では「エビデンスに基づくカ

リキュラム開発」をポイントとし、そのエビデンスを「児童・社会・学問」とすることをTWG

と協議して設定した。これは、上述の2018年1月の全国教育フォーラムの結論として教育省へ

提出された提言書にも「エビデンスに基づく評価が必要だ」と述べられていた。これを受け、

プロジェクトの主要メッセージに据え置いた。カリキュラム実施は、教育省が「学校運営力

強化」を2018年の改善課題と設定した。これをもとにカリキュラムに基づいて児童の発達を

支援できる学校運営が実現されるよう「児童中心型のスクール・カリキュラム・マネジメン

ト」をポイントに設定した。2017年度から実施していたテーマを教育省の課題と合致させる

形にし、その指導内容の普及を図った。これにより教員研修センター（ITPD）はプロジェク

トでの指導項目を国の中心課題として行えるようになった。カリキュラム評価は、モンゴル

国内において報道でも常に取り上げられるなど、広く共通認識として教育評価の質が課題と

して認識され改善課題として把握されていた。そこで、卒業検定試験と同じように実施され

ていた質的調査（いわゆる学力調査）において、児童中心型教育のメッセージを強く込める

べく、児童の学習の到達度がより正確に把握できるように問題の作成や分析の能力強化を行

った。これにより、児童の学力を把握することや、児童の学力の設定、教育評価規準の設定

の重要性を同時に伝えることをめざした。 
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図４－１ 活動フォーカス 

 

このように、メッセージの鮮明化と活動の焦点化により、C/Pを含めた関係者全員により分

かりやすい案件のイメージを発信するよう心がけた。また、C/P機関がプロジェクト活動に参

加しやすくなるよう、国の教育課題との関連性の高さを示すなど、理想的な業務環境づくり

を意識し、プロジェクトの詳細活動を設計し、運営を行った。 

 

４－２ プロジェクト運営面に関する課題・工夫 

(1) カウンターパート（C/P）の人選の工夫 

モンゴルは社会主義時代が長く、組織マネジメントについても比較的社会主義時代の運営

を継承している。すなわち、トップダウン型の運営が主であり、関連機関間の共同事業など

はあまり行われていない。本プロジェクトにおいても、案件開始当初はMIER、ITPD、EEC間

の協力はほとんど行われていなかった。そのため、これら機関間の協力体制をつくり、案件

を進めていくことが課題であった。 

この課題を解決すべく、各教育機関から代表者（担当職員）を選出してもらう形でTWGを

設置した。しかしながら、TWGのメンバーがプロジェクト活動を実施するためには別途所属

機関の承認が必要であったため、所属機関の副所長や課長といった管理職に、各機関の代表

窓口であり、所属機関関連のプロジェクト活動を統括する「コアメンバー」としてTWGに加

入してもらう戦略をとった。この人材配置の結果、それぞれのメンバーの所属機関内の本来

業務とプロジェクト活動をうまく調整することが可能になり、また、C/P機関のほかの職員に

もプロジェクト活動に積極的に協力してもらえるという効果が得られた。 

 

(2) プロジェクト・スタッフ雇用における配慮 

モンゴルは、人間関係が事業展開に大きな影響を与えやすい文化がある。先に記載したと

おり、トップダウン型の運営が一般的であるなかで、実施体制において「どの程度の人間関

係が構築されているか」が事業の成否に影響を与える。本プロジェクトはモンゴルで教育分

野の実務経験が豊富であり、過去の技術協力プロジェクトに従事経験のある、現地の専門人

材をプロジェクトメンバーに迎え入れることができた。これにより、人間関係の醸成に腐心

することなくプロジェクト活動に集中することが可能になると同時に、あらゆる場面におい

てモンゴルの教育関係者の多様な協力を得ることにつながった。このようにして大臣アドバ
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イザーや著名な文化人など、同国教育分野に大きな影響力をもつ人々を協力者として得られ

たことが、案件の進捗や成果品の周知に非常に効果的に働いていた。 

 

４－３ 技術面における課題・工夫 

(1) 高度な専門性を要する課題への対応 

本プロジェクトは、プロジェクト目標をCMC能力の強化としており、上述のとおりカバー

範囲が広い。カリキュラム改訂プロセスのマネジメントに必要な技術は、本報告書記載のと

おり、一定の水準で対応できたと判断している。他方、カリキュラム改訂の各工程で規定さ

れている実務遂行には、今回プロジェクトで提供した以上の専門知識やスキルが必要である。

本プロジェクトは長期専門家1名による運営を前提にデザインされたが、カリキュラム改訂

に関する包括的な専門性を有し、技術協力プロジェクトのマネジメントにも精通する専門人

材の確保はほぼ不可能であったため、高度に専門的な事項については短期専門家や運営指導

調査で対応することになっていた。しかし、2018年度は予算上の制約から、短期専門家と運

営指導調査団の派遣が部分的に中止になり、モンゴルが要求する専門性の高い情報提供を必

ずしも十分な形で実現することはできなかった。 

  

(2) 人材育成と人員配置 

プロジェクトを通して専門人材の育成をめざしたが難航した。専門人材の育成には、一定

期間の継続した指導・支援を必要とする。プロジェクトにおいて試験問題の作成に関して能

力強化の活動を行ってきたが、教育評価の監督責任機関である教育評価センター（EEC）は、

基本的には試験実施や管理等の運営面を中心とした業務であり、問題開発については外部人

材を活用している。そのため、これら能力強化の対象は大学教諭や学校教諭となった。しか

しながら、単年度契約で問題作成者が雇用されており、能力強化の対象が毎年異なることか

ら効果的な支援が極めて困難であった。教育機関の人員配置については、教育法改正や予算

上の特別措置が必須であったため、状況の改善には至らなかった。 
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第５章 プロジェクトを通じて得られた教訓 

 

５－１ 自立発展性を維持するための教訓・提言等 

(1) CMCの安定化と実施に向けた法的環境整備 

今後、CMCの運用は、教育省を中心としつつ中央の教育行政機関が連携して行うことにな

る。それにはさらなる法的環境整備を進めることを提言する。特に、教育法と初等中等教育

法の整備、中央行政機関の機関内規則、機関間の覚書等の整備が、CMCで規定された詳細業

務を円滑に行うために必要である。 

TWGの設置により機関間の情報交換が円滑に進められるようになったが、これまでは必要

な業務をそれぞれの機関が独自に行ってきたため、2機関以上を跨ぐ業務はまれであった。そ

のため、複数の機関が連携して特定業務にあたる場合は、責任機関、予算支出元、人員配置

（責任者・担当者・作業者の明確化）、外部人材・機関との契約方法、詳細な業務規程等を

事前に公的に規定しておく必要がある。 

 

(2) 機関内の職員研修でのCMC講習受講の義務化 

CMCサイクルは10年に及ぶため長期の安定したマネジメントを求める。CMCの一連のサイ

クルを終えるまでの間に多くの人事異動や離職者や退職者が出ることは避けられず、CMCの

安定的な実施には知識と経験の共有が不可欠である。そのため、教育省と関係教育行政機関

においては、機関内の経験の共有やCMCに関する学習の機会を設けて、全職員が一定の理解

をもてるような研修体制の構築を提言する。 

現在でもカリキュラム改訂の際には、計画策定の過程で担当職員たちのキャパシティー・

ディベロップメントが計画・実施されている。しかし、それ以外の場面においても研修の機

会が必要であり、特に新人研修・新任研修等では、プロジェクトで制作したCMCに関する映

像コンテンツを活用するなどして、必ずCMCに関する講義・講習を受けてもらうようにすべ

きである。こうした取り組みが長期的かつ安定的なカリキュラム・マネジメントを可能にす

る。 

 

(3) 学力調査問題の質の向上に向けた教育評価分析の専門機関の設置及び人材育成 

学力調査結果の分析と分析に基づいた提言（改善提案）を行うことがカリキュラム改訂の

妥当性・必要性を示すことから、CMCの起点の活動として設定されている。一方、現在、学

力調査の実施機関はEECが担っているが、調査結果の分析はEEC内では行われていない。ま

た、ガイドラインではMIERが学力調査結果の分析に協力すると規定しているものの、MIER

にも学力分析の専門官が存在するわけではない。学力調査結果の分析を担う機関や人材の不

在ないし未定はCMC実現に向けて大きな懸念事項であり、そうした専門機関または専門部署

の設置と、専門官の育成が急務である。なお、中央教育行政機関内の専門部署設置や専門官

の配置が困難である場合は、高等教育機関等との人事交流を通じて専門人材を確保するなど、

学力調査分析専門官を常に確保しておくことを推奨する。 
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５－２ 類似分野の今後の協力にあたっての教訓・提言等 

(1) 二段階方式での案件形成について 

本プロジェクトは、案件形成時にPDMを合意せずプロジェクトを開始し、専門家が派遣さ

れたあとに先方政府と協議を進め、PDMを作成するという「二段階方式」が採用された案件

である。このことは、短期間の詳細計画策定調査にてプロジェクトを設定する方法よりも、

より現場のニーズに合致した形にすることを可能にする。本件も、表出していた問題の根幹

となる課題を抽出し、プロジェクト目標に据えることができたことで、教育省として も重

要なテーマのひとつに取り組むことになったなど、その利点は大きい。 

一方で、案件開始後にプロジェクトをデザインすることで、適切なインプットが可能な実

施体制の整備に不確定要素を抱えてしまう、というリスクもある。本件は、カリキュラム改

訂の制度構築を活動の中心に据えたことで、カリキュラム改訂に関するすべてのことが技術

支援対象となっていた。教科書開発や各教科の評価方法や学力調査の方法に加え、教員養成

段階のカリキュラム開発や幼児教育との連結等も議題として挙げられた。プロジェクトのタ

ーゲットの選定も現地専門家の活動の一端ではあるが、カバー範囲が大きくなる案件ほど、

高度な専門性をもつ専門家の複数名派遣が理想的であろう。本件のように、一人専門家を基

本として実施する場合は、専門家の専門性しだいでターゲットに偏りが生じることが起きか

ねないが、その偏りを補うため、適材適所に短期専門家派遣や本邦研修の機会を活用して補

完的な活動をすることで対応が可能になる。しかしながら、二段階方式での実施では、案件

が開始されたあとにこれらの調整が必要となるため、適切な人材の確保に一定の不安要素が

残ることになる。カリキュラムのような比較的対象課題の範囲が広くなる案件については、

長期専門家、短期専門家、また本邦研修等、役割分担を明確にし、対象範囲も協議を終えた

あとに活動を実施した方が、案件開始後に活動の効率性が高まることにつながるのではない

だろうか。特に、一人専門家体制での場合は、ターゲットをかなり絞り込む必要が出てくる。 

 

(2) 「カリキュラム改訂」に係るプロジェクト設計について 

「カリキュラム」に関することは国の根幹にかかわることであり、本プロジェクト活動に

おいても慎重さを求められる場面が多くあった。本プロジェクトの活動は、正確にはカリキ

ュラム改訂のプロセスの制度化であるため、カリキュラムそのものの開発に対して助言をす

るといった直接的な関与はしていない。しかしながら、SNSやメディアにて発信している情

報から、日本がモンゴルのカリキュラム開発をしていると誤解されることが生じるなど、活

動の中で留意しなければならない場面があった。センシティブなテーマに近い案件であり、

「カリキュラム」と活動の一定の距離については、設計上においても、活動においても、十

分な配慮が必要であることを教訓として学んだ。 
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実績ベース活動表 

日程 活  動 カテゴリー 対  象 人数 

2016 年 

1 月 

ニーズ調査―PDM/PO 作成

（※二段階実施のため） 
案件形成 全 C/P 機関 - 

2016 年 

6 月 
現状分析 教育制度 全 C/P 機関 78 

2016 年 

9 月 
教育評価研修（学力調査） カリキュラム評価 

MIER、EEC、算数

専門官 
80 

2016 年

11 月 
教育評価とフィードバック 

カリキュラム評価/

フィードバック 
TWG 10 

2017 年 

3 月 
CMC ガイドライン作成 教育制度 TWG 48 

2017 年 

5 月 

CMC ガイドライン作成

（合宿） 
教育制度 TWG 20 

2017 年 

7 月 
教育評価研修 カリキュラム評価 EEC 15 

2017 年 

8 月 
教育評価研修（算数） カリキュラム評価 

MIER、EEC、算数

専門官 
80 

2017 年 

9 月 
学校運営研修 カリキュラム実施 

MIER、ITPD、学

校関係者 
50 

2017 年 

9 月 
CMC ガイドライン作成 教育制度 TWG 20 

2017 年 

10 月 
学校運営研修（本邦研修） カリキュラム実施 

MIER、ITP、,EEC

学校関係者 
18 

2017 年 

12 月 

教育評価問題作成支援 

（算数） 
教育評価 

EEC、試験問題開

発者 
20 

2018 年 

1 月 

教育評価問題作成支援 

（算数） 
教育評価 

EEC、試験問題開

発者 
10 

2018 年 

2 月 

教育評価問題作成支援 

（算数） 
教育評価 

EEC、試験問題開

発者 
5 

2018 年 

4 月 
学校運営研修（ラボ校） カリキュラム実施 学校関係者 20 

１．実績ベース活動表
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2018 年 

6 月 
学校運営研修（45 番学校） カリキュラム実施 学校関係者 50 

2018 年 

8 月 

学校運営研修 

（中央指導員） 
カリキュラム実施 中央行政官 40 

2018 年 

8 月 

学校運営研修 

（地方指導員） 
カリキュラム実施 地方行政官 40 

2018 年 

8 月 

学校運営研修 

（スフバートル地区） 
カリキュラム実施 学校関係者 300 

2018 年 

9 月 

学校運営研修 

（ESD セミナー/ITPD） 
カリキュラム実施 地方行政官 80 

2018 年 

9 月 

カリキュラム開発研修 

（本邦研修） 
カリキュラム開発 教育省 5 

2018 年 

10 月 

教育評価研修 

（UNESCO/MECSS） 
カリキュラム評価 地方行政官 30 

2018 年 

10 月 
CMC セミナー 教育制度 教育関係者 180 

2018 年 

10 月 
カリキュラム開発セミナー カリキュラム開発 MIER 20 

2018 年 

10 月 

学校運営研修 

（ITPD 職員） 
カリキュラム実施 ITPD 40 

2018 年 

11 月 

授業研究会（理科）※

JOCV 共催 
カリキュラム実施 学校 50 

2018 年 

12 月 

CMC セミナー/学校運営研

修 

教育制度・カリキ

ュラム実施 

地方教育局長 

UB 市内全学校 
400 

（その他）  

「教育制度」に関しては、ガイドライン作成にあたり、TWG との協議を定期的に繰り返

し実施している。多数に及ぶため、ここでの記載を省略する。また、「学校運営」につい

ては、私立校からも個別の要請に応じて実施したが、直接の C/P 機関ではないため省略す

る。 
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カウンターパート（C/P）機関リスト・TWGリスト 

Counterpart Institutions  
a) State Secretary, MECSS 
b) Basic Education Policy Department, MECSS 
c) External Corporation Division, MECSS  
d) Mongolian Institute for Educational Research 
e) Institute of Teacher's Professional Development  
f) Education Evaluation Center 
g) National University of Mongolia 
h) Mongolian National University of Education 

 
Technical Working Groups 

№ Name Organization Position 

1  Ts. Chimedlkham 
(Group leader) 

MECSS Specialist of Lower and Upper Secondary 
Education Division 

2  Ch. Gantsesteg MECSS Specialist of Pre and Primary Education 
Division  

3 A. Enkhtogtokh  IoE  Head of Curriculum Research Section  
4 D. Tuvshinjargal  IoE Researcher of Mathematics education  
5 S. Gendenjamts  IoE Researcher of Physics education 
6 Ts. Otgonbayar  IoE Researcher of Chemistry education 
7 H. Enkhjargal  IoE Researcher of Art education 
8 Ts. Tsendsuren  IoE Researcher of Geography education 
9 O. Oyuntungalag ITPD Deputy Director 

10 R. Zolzaya  ITPD Head of Planning and Monitoring Division  
11 D.Davaasuren  ITPD Specialist of Planning, Monitoring and 

Mathematics  
12 Z. Bayarmaa ITPD Methodologist of Geography education 
13 D. Binderya ITPD Specialist of monitoring and evaluation, 

Planning and Monitoring Division 
14 B. Natsagdorj ITPD Specialist of training implementation and 

coordination, Planning and Monitoring 
Division  

15 L. Ganbat EEC Head of the Entrance and State 
Examinations Department  

２．カウンターパート（C/P）機関リスト・TWG リスト
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16 M. Gantuya  EEC Head of education quality monitoring 
inspection research and evaluation 
department 

17 S. Enkhtuya  EEC Senior specialist of general education exam 
18 B. Batsukh EEC Senior specialist of higher education 

monitoring and evaluation  
19 D. Sarangerel  NUM Associate Prof, Chemistry Department, 

Science school  
20 D. Tumenbayar  NUM Senior lecturer, Mathematics Department, 

Science school  
21 O. Altangoo MNUE Director of Science school  
22 T. Ganbaatar MNUE Head of Training section, Science school  
23 D. Amartuvshin  MNUE Senior lecturer, Mathematics Department, 

Teacher’s school  
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Ver.1 Year
0 1st 2nd 3rd 4th 5th 6th 7th 8th 9th 10th

Needs Curriculum introduction Curriculum transition

year 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

Curriculum Teachers Guide Introduction Transition
Primary Curriculum Curriculum Guidance

Teachers Guide

Lower Sec Curriculum Lower Sec Curriculum Guidance

Teachers Guide

Upper Sec Curriculum Upper Sec Curriculum Guidance

Teachers Guide

Research
Assessment

(*Research will conduct every year)
Problem Analysis

Needs
Curriculum concept Curriculum design Introduction Transition

Research report Main problem Solution

Prim Curriculum CL. Guidance

Teachers Guide
L.Sec Curriculum CL. Guidance

Teachers Guide
U.Sec Curriculum CL. Guidance

Teachers Guide

Content discrepancy
School curriculum

     

Output, Activity
Research, Problem analysis,

Curriculum concept
Curriculum design Prim Curriculum

Prim CL Guidance
Prim Textbook

L.Sec Curriculum

Prim Textbook
L.Sec CL Guidance

L.Sec Textbook
U.Sec Curriculum

Prim Textbook
L.Sec Textbook

U.Sec CL Guidance
U.Sec Textbook

Prim Textbook
L.Sec Textbook
U.Sec Textbook

Materials for training, transition, and
evaluation

Teachers Guide Training Transition

Management & Human
capacity

0 1st 2nd 3rd 4th 5th 6th 7th 8th 9th 10th
Planning

NC Develop CMC 10 years Plan
MT/PT Plan to set Concept Develop Curriculum Development Plan

Transition Plan
Evaluation Revision Plan

WG Working Plan Working Plan Working Plan Working Plan Working Plan Working Plan Working Plan Working Plan
Actor

Responsible MECSS MECSS MECSS MECSS MECSS MECSS MECSS MECSS
Main Actor National Committee

(Professional Team)
National Committee
(Professional Team)

National Committee
(Professional Team)

National Committee
(Professional Team)

National Committee
(Professional Team)

National Committee
(Professional Team)

National Committee
(Professional Team)

National Committee
(Professional Team)

Acting Actor MIER MIER MIER MIER MIER MIER ITPD MIER
CL Working Group CL Working Group CL Working Group ITPD ITPD ITPD Local Edu Dep ITPD

TB Working Group TB Working Group CL Working Group EEC EEC EEC
TB Working Group CL Working Group TB Working Group University

TB Working Group EV Working Group Local Edu Dep
EV Working Group

Objective The problems and
challenges on current
curriculum are
analyzed based on
the research on
"Learner" "Subject"
"Social" (same as
10th Year)

1. To determine the
curriculum revision
considering its necessity

1. To officialize the
Curriculum Design

1. To develop Primary
Curriculum

1. To develop Primary
Curriculum Guidance

1. To develop Primary
Textbook

1. To develop Primary
Textbook

1. To develop Primary
Textbook

1. To develop Primary
Teachers' Guide

1. To conduct Training
(Principals, Managers,
Teachers)

1. To publish Research
paper about current
curriculum impact
("Learner")

2. To set the future
education goals with
indicators based on the
curriculum concept

2. To develop Primary
Textbook

2. Develop Lower
Secondary Curriculum
Guidance

2. To develop Lower
Secondary Textbook

2. To develop Lower
Secondary Textbook

2. To develop Lower
Secondary Teachers'
Guide

2. To distribute transition
materials

2 To publish Research
paper on "Subject"

3. To develop Lower
Secondary Curriculum

3. To develop Lower
Secondary Textbook

3. To develop Upper
Secondary Curriculum
Guidance

3. To develop Upper
Secondary Textbook

3. To develop Upper
Secondary Teachers'
Guide

3. To distribute New
Curriculum, Curriculum
Guidance, Textbooks and
Teachers Guide

3. To publish Research
paper on "Social"

4. To develop Upper
Secondary Curriculum

4. To develop Upper
Secondary Textbook

4. To prepare the training
materials

4. To train Trainers 4. To support
Implementation of new
curriculum at School level
(plan, training,
monitoring)

5. To develop Evaluation
Guideline

5. To prepare for
Transition

Main Output
Main stream Analyze Results on

Learner, Subject, and
Social

1. Report on validity of
revising curriculum
(Answers to Minister)

1. Curriculum Design 1. Curriculum
Development Operation
Plan(3rd to 8th year)

1. Primary Curriculum
Guidance

1. Lower Secondary
Curriculum Guidance

1. Upper Secondary
Curriculum Guidance

1. All Textbooks 1. All Teachers Guides 1. Trained Teachers
(Principals, Managers,
Teachers)

1. Analysis Paper on
Learner(Learning
achievement and
Curriculum
implementation research,
etc.)

Analyze on CMC(CMC
10 years plan and
CMC Guideline)

2. Concept Paper of New
Curriculum

2.Curriculum time
allocation

2. Primary Curriculum 2. Lower Secondary
Curriculum

2. Upper Secondary
Curriculum

2. Transition Plan(for 9th
to 10th year)

2. Trainers Training
Material

2. Trained Trainers 2. Prepared Schools with
School Curriculum (at
schools)

2. Analysis Paper on
Subject(Subject study on
national and international
trends, etc.)

Revise CMC(CMC 10
years plan and CMC
Guideline)

3. CMC 10 Years Plan 3. Explanation paper for
Working Group

3. Annual Monitoring
Reports (WG)

3. Annual Monitoring
Reports (WG)

3. Annual Monitoring
Reports (WG)

3. National Training Plan(
for 9th year)

3. Evaluation Guideline 3. Assessment Guideline
and Revised Item Bank

3. Training Reports 3. Analysis Paper on
Social Study (Social
development and
international education
development, etc.)

3. Annual Monitoring
Reports (WG)

3. Annual Monitoring
Reports (WG)

4. School Curriculum
Management Guidance

4. Curriculum
Implementation Support
Plan(10-19th year)

5. Transition materials 5. Curriculum Assessment
Plan(10 -19th year)

6. Distribution Plan 6. School Curriculum (at
schools)

7. Annual Monitoring
Reports (WG)

7. Transition Reports

CD Training module to
strengthen WG:
Curriculum design
(Explanation paper on
WG Regulation,
Explanation material of
Concept paper, Sample of
Format of Curriculum,
etc.)

Training module to
strengthen WG:
Curriculum development
(education level: primary,
lower, upper and subject)

Training module to
strengthen WG: Textbook
and Teaching/learning
material development

Training module to
strengthen WG:

Training module to
strengthen WG

Training module to
strengthen WG

Training to National
Trainers

Curriculum concept Curriculum development

Textbook

Research
Problem Analysis

Curriculum concept (solution) Curriculum design

Textbook Textbook

Curriculum introduction Transition

Textbook

Textbook

Textbook

Curriculum, guideline, textbook

Concept

Curriculum
Curriculum design

(Changes in curriculum)
Textbook

Textbook

Annual Work Task

Teacher development
Guidance for Transition

Training program, materials for Teacher training

School curriculum management Guidance for School Curriculum Management

Curriculum implementation assessment Research result Evaluation standard, indicator, Evaluation Guideline

Public                participation

Budget

National committee, Management team
(Institutions)

Curriculum, Textbook, Assessment working group
(Institutions)

(Pre-Conditions to
Start Curriculum
Revision on CMC)

MECCS
National Committee
(Management Team)

MIER

Recommendations

Problem Analysis
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Activities
Formation Formulate National

Committee
Formulate the Working
Groups (Curriculum)

Formulate the Working
Groups (Textbook)

Formulate the Working
Groups (Implementation)

Formulate the Working
Groups (Assessment)

Formulate Training Team Formulate Curriculum
Related Materials
Distribution Task Team

Formulate Curriculum
Implementation support
Group and Assessment
Group

Planning Long Term Develop CMC 10 Plan
Middle Term Develop Concept Setting

Operation Plan
Develop Curriculum
Development Operation
Plan

Develop Transition
Operation Plan

Develop Evaluation
Revision Operation Plan

Develop a national
Operation plan of
curriculum
implementation support

Develop a national plan
of curriculum assessment

Short Term Develop Curriculum
Writing Plan

Develop Primary
Textbook Writing Plan

Develop Lower
Secondary Textbook
Writing Plan

Develop Upper Secondary
Textbook Writing Plan

Develop All Teachers'
Guides Writing Plan

Develop Detail National
Training Plan

Revise Monitoring Plan of
Local Education
Department

Develop National
Training Plan

Develop a Plan for
Evaluation Guideline

Develop plan for Items
for Item Bank

Develop  Curriculum
Related Materials
Distribution Plan

Curriculum
Development

Developed Report on
"Curriculum
Evaluation"
based om 10 years
summaries on
"Learner" " Subjects"
"Social"

Make Education Direction
considering "Future
Learner Vision" include
necessary acquired
"Knowledge" "Skills"
"Attitude" etc. to
compare with current
curriculum

Decide the format of
Curriculum(contents of
curriculum)

Write Prim Curriculum Write Lower Secondary
Curriculum

Write Upper Secondary
Curriculum

Hold National Forum
about New Curriculum

Conduct Monitor and
Support schools (at local
level)

Develop "Concept Paper
on Education Strategy"
include subjects, teaching
methods, evaluation
perspective, environment,
etc. to set concept

Develop General
Provision part of
Curriculum

Write Prim Curriculum
Guidance

Write Lower Secondary
Curriculum Guidance

Write Upper Secondary
Curriculum Guidance

Authorize Curriculum and
curriculum Guidance

Conduct National
Training

Develop Research Report
of 10 years summary on
"Learner"

Decide the evaluation
criteria

Write Prim Textbook Write Prim Textbook Write Prim Textbook Write Prim Textbook Write Primary Teacher's
Guide

Distribute all Curriculum
Related Materials to
schools

Develop Research Report
of 10 years summary on
"Subjects"

Prepare explanation
paper on WG Task

Write Lower Secondary
Textbook

Write Lower Secondary
Textbook

Write Lower Secondary
Textbook

Write Lower Secondary
Teacher's Guide

Develop Research Report
of 10 years summary on
"Social"

Write Upper Secondary
Textbook

Write Upper Secondary
Textbook

Write Upper Secondary
Teacher's Guide

Develop Report on
"Curriculum Evaluation"

Authorize textbook Authorize Teachers Guide

Develop National
Trainers Training
Material (Local?)

Write School Curriculum
Management Guidance

Prepare Transition
materials
Write Evaluation
Guideline

Revise the Item Bank

Capacity
Development
and Team
Building

Hold Team Building
training for National
Committee Members

Strengthen the capacity
for the working group
members

Strengthen the capacity
for the working group
members

Strengthen the capacity
for the working group
members

Strengthen the capacity
for the working group
members

Strengthen the capacity
for the working group
members

Strengthen the capacity
for the working group
members

Implement Trainers
Training

Develop annual
monitoring report on
curriculum
implementation at school

Develop annual
monitoring report on
curriculum
implementation at school

Develop annual
monitoring report on
curriculum
implementation at school

Develop annual
monitoring report on
curriculum
implementation at school

Develop annual
monitoring report on
curriculum
implementation at school

Develop annual
monitoring report on
curriculum
implementation at school

Develop annual
monitoring report on
curriculum
implementation at school

Develop annual
monitoring report on
curriculum
implementation at school

Develop annual
monitoring report on
curriculum
implementation at school

Develop annual
monitoring report on
curriculum
implementation at school

Summary of 3 years
annual implementation
monitoring reports

Summary of 3 years
annual implementation
monitoring reports

Summary of 3 years
annual implementation
monitoring reports

 Summary of 10 years
and Recommendation for
curriculum revision

Provide feedback about
Curriculum
Implementation at School
level

Provide feedback about
Curriculum
Implementation at School
level

Provide feedback about
Curriculum
Implementation at School
level

Provide feedback about
Curriculum
Implementation at School
level

Provide feedback about
Curriculum
Implementation at School
level

Provide feedback about
Curriculum
Implementation at School
level

Provide feedback about
Curriculum
Implementation at School
level

Provide feedback about
Curriculum
Implementation at School
level

Provide feedback about
Curriculum
Implementation at School
level

Provide feedback about
Curriculum
Implementation at School
level

Develop National and
local training report

Develop National and
local training report

Develop National and
local training report

Develop National and
local training report

Develop National and
local training report

Develop National and
local training report

Develop National and
local training report

Develop National and
local training report

Develop National and
local training report

Develop National and
local training report

Make Summary of 3
years National and local
training report

Make Summary of 3
years National and local
training report

Make Summary of 3
years National and local
training report

Make Summary Report
on 10 years National and
local training

Provide feedback about
Curriculum
Implementation Support

Provide feedback about
Curriculum
Implementation Support

Provide feedback about
Curriculum
Implementation Support

Provide feedback about
Curriculum
Implementation Support

Provide feedback about
Curriculum
Implementation Support

Provide feedback about
Curriculum
Implementation Support

Provide feedback about
Curriculum
Implementation Support

Provide feedback about
Curriculum
Implementation Support

Provide feedback about
Curriculum
Implementation Support

Provide feedback about
Curriculum
Implementation Support

Plan for Learning
Achievement Research

Plan for Learning
Achievement Research

Plan for Learning
Achievement Research

Plan for Learning
Achievement Research

Plan for Learning
Achievement Research

Plan for Learning
Achievement Research

Plan for Learning
Achievement Research

Plan for Learning
Achievement Research

Plan for Learning
Achievement Research

Plan for Learning
Achievement Research

Prepare for Learning
Achievement Research

Prepare for Learning
Achievement Research

Prepare for Learning
Achievement Research

Prepare for Learning
Achievement Research

Prepare for Learning
Achievement Research

Prepare for Learning
Achievement Research

Prepare for Learning
Achievement Research

Prepare for Learning
Achievement Research

Prepare for Learning
Achievement Research

Prepare for Learning
Achievement Research

Implement Learning
Achievement research

Implement Learning
Achievement research

Implement Learning
Achievement research

Implement Learning
Achievement research

Implement Learning
Achievement research

Implement Learning
Achievement research

Implement Learning
Achievement research

Implement Learning
Achievement research

Implement Learning
Achievement research

Implement Learning
Achievement research

Develop curriculum
assessment research
report (analysis result on
Learning Achievement
Research)

Develop curriculum
assessment research
report (analysis result on
Learning Achievement
Research)

Develop curriculum
assessment research
report (analysis result on
Learning Achievement
Research)

Develop curriculum
assessment research
report (analysis result on
Learning Achievement
Research)

Develop curriculum
assessment research
report (analysis result on
Learning Achievement
Research)

Develop curriculum
assessment research
report (analysis result on
Learning Achievement
Research)

Develop curriculum
assessment research
report (analysis result on
Learning Achievement
Research)

Develop curriculum
assessment research
report (analysis result on
Learning Achievement
Research)

Develop curriculum
assessment research
report (analysis result on
Learning Achievement
Research)

Develop curriculum
assessment research
report (analysis result on
Learning Achievement
Research)

Develop Summary of 3
years curriculum
assessment research
report (Learning
achievement research)

Summary of 3 years
curriculum assessment
research report (Learning
achievement research)

Summary of 3 years
curriculum assessment
research report (Learning
achievement research)

Make Summary Report of
10 years curriculum
assessment
research(learning
achievement research)

Plan for Curriculum
Implementation Research

Prepare for Curriculum
Implementation Research

Plan for Curriculum
Implementation Research

Prepare for Curriculum
Implementation Research

Implement Learning
Achievement research
(Base Line)

Implement Learning
Achievement research
(Base Line)

Develop curriculum
assessment research
report (analysis result on
Curriculum
Implementation
Research)

Develop curriculum
assessment research
report (analysis result on
Curriculum
Implementation
Research)

International
Assessment
(year is depends
on the
international
research)

Prepare for International
Assessment

Conduct International
Assessment

Develop suggestion paper
for curriculum revision
based on report from
international organization

Prepare for International
Assessment

Conduct International
Assessment

Develop suggestion paper
for curriculum revision
based on report from
international organization

Curriculum
Assessment
(learning
achievement)

Curriculum
Assessment
(curriculum
implementation
as national
level)

Task
(Develop New Curriculum)

Task
(Evaluate Current Curriculum)

Curriculum
implementation
at school

Curriculum
implementation
support
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PO  (日 英) 

Version - 1
Dated 2017.2.6

Project Title: Project for Child-Centered Education Supports (PROCESS)

Equipment

Training in Japan

In-country/Third country Training

Activities
Japan Mongolia

Japan Mongolia

M J

M J M J

Actual

Actual

Plan 

Plan 

Actual

Actual

Plan 

Actual
Plan 

Actual

Public Relations

Website on related institutions (MECSS, IoE, ITPD, EEC) Plan 

Actual

Project Completion Report Plan 
Actual

Reports/Documents
Progress Report Plan 

Post Monitoring Plan 
Actual

Actual

Joint Monitoring Plan 
Actual

Submission of Monitoring Sheet Plan 
Actual

Monitoring Mission from Japan Plan 

Actual

Set-up the Detailed Plan of Operation Plan 
Actual

Joint Coordination Committee Plan 

Monitoring Plan
Year

1-3 4-6 7-9

Monitoring
7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12

Issue 

3.1 CMCガイドラインの紹介セミナーを首都ウランバートルと地
方で開催する。
To hold "CMC Guideline Seminar" in Ulaanbaatar and some
regions.

3.2 CMCガイドラインが教育文化科学スポーツ省 (MECSS)によ
り正式承認される。
CMC Guideline is officially approved by MECSS.

Actual

1st Year (2015/16) 2nd Year  3rd Year
SolutionRemarks

10-12

Plan 

Plan 

1-3Month 1-3 4-6

2.4 CMCガイドラインを作成する。
To develop the draft of the CMC Guideline

2.5 必要に応じてCMCガイドラインを見直す。
To review the draft the CMC Guideline, if necessary

2.2 成果1に基づき、CMC全体期間のWork Planと毎年の
Operation Planを作成する。
To develop the Work Plan of whole process of CMC (6-10
years) and Annual Operation Plan, based on the Output1.

2.3 Work Plan と Annual Operation Plan の実施に必要なカウ
ンターパート（c/p）（直接裨益者）の能力強化を目的とした技術
支援を行う。
To provide technical assistance for counterparts (direct
beneficiaries) to realize the Work Plan and Annual Operation
Plan.

Output 2:　カリキュラム・マネジメント・サイクル・ガイドラインが作成される。

　　　　　　　Curriculum Management Cycle Guideline is published.

Actual

Plan 

Plan 

Actual

1-3 4-6 7-9

Responsible Organization

1-3

Output 1: カリキュラム・マネジメント・サイクル（CMC）がカウンターパート（c/p）（直接裨益者）により体系化される。

　　　　　　The Process of Curriculum Management Cycle is analyzed by counterparts (direct beneficiaries).

Plan 

Ⅰ Ⅱ

Actual

Ⅰ Issue & Countermeasures

Month 1-3 4-6 7-9 10-12

Ⅱ

10-12

Year 1st Year (2015/16) 2nd Year  3rd Year

Ⅲ ⅣQuarter Ⅳ

Plan 

Achievements

1-3 4-6 7-9 10-12

Plan 
Actual

Actual

Short term experts

Plan 
Actual
Plan 

Actual

Actual

Actual

Actual

Plan 

Actual
Expert

Local Assistant

Plan 

Duration / Phasing Plan 

Plan 

Plan 

Long term expert/ Project manager

Actual

ActualLocal Coordinator
Plan 

Long term expert
Plan 

Actual

10-12 7-9 10-12 1-31-3 4-6

Ⅳ Ⅰ

Month 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9

 3rd Year(2018)
Remarks Issue  SolutionⅡ Ⅲ Ⅳ

              Plan of Operation

Monitoring

Inputs 
Year 1st Year (2015/16) 2nd Year(2017)

Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ

Ⅲ Ⅳ Ⅲ Ⅳ
Sub-Activities

Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ

2.1 カリキュラム・マネジメント・サイクル(CMC)ガイドライン作成
計画を立案する。
To develop a plan of making the "CMC Guideline".(same as
1.2)

Ⅰ Ⅱ

Quarter

Plan 

Actual

1.4 CMCの基本的理解と経験体系化を目的とした研修、ワーク
ショップ、セミナー等を実施する。
To conduct training courses, workshops and/or seminars
about CMC and systematization of the curriculum revision, its
implementation and evaluation.

1.5 「カリキュラム改訂・実施・評価に関する経験体系化報告書」
を作成する。
To make a "Report of Systematization on Curriculum
Revision, its Implementation and Evaluation".

Quarter Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ

Plan 

Actual

Actual

Plan 

Output 3:  カリキュラム・マネジメント・サイクル（CMC）の重要性が教育関係者間で理解される。

                   The importance of the Curriculum Management Cycle is understood by the people concerned in education sector.

Ⅳ

1.1 テクニカル・ワーキング・グループ(TWG)を設置する。
To organize the Technical Working Group(TWG)

1.2 カリキュラム・マネジメント・サイクル(CMC)ガイドライン作成
計画を立案する。
To develop a plan of making the "CMC Guideline".

1.3 これまでのカリキュラム改訂・実施・評価に関する情報を収
集・整理する。
To collect and put in order the information about Curriculum
Revision, its Implementation and Evaluation up to now.

Plan 

Actual

3.3 CMCガイドラインが関係者に配布される。
CMC Guideline is distributed to the people concerned.

Actual

Plan 

Ⅳ Ⅰ Ⅱ ⅢⅣ Ⅰ Ⅱ Ⅲ

６．PO 活動実施スケジュール
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